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はじめに

1

は
じ
め
に

〈
戦
争
の
記
憶
〉の
希
薄
化

　〈
戦
争
の
記
憶
〉の
希
薄
化
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
。
戦
争
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の〈
体
験
〉が
、

継
承
対
象
者
を
意
識
し
た
り
、
あ
る
い
は
継
承
者
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て〈
証
言
〉と
な
り
、
そ
れ
ら

体
験
世
代
の
次
世
代
・
次
々
世
代
に
継
承
さ
れ
つ
つ
再
構
成
さ
れ
て〈
記
憶
〉と
な
る
。
だ
が
、
時
間
的
な
経
過
は
、

〈
記
憶
〉の
継
承
だ
け
で
は
な
く
、
忘
却
・
消
滅
を
も
必
然
的
に
生
み
出
し
て
い
く
。

　
成
田
龍
一
は
、
戦
争
像
の
系
譜
を
、
も
と
も
と
戦
争
の
渦
中
で
戦
争
が〈
状
況
〉と
し
て
語
ら
れ
た
時
期（
一
九
三
一
年

頃
か
ら
四
五
年
）、〈
体
験
〉と
し
て
戦
争
を
語
る
時
期（
一
九
四
五
年
か
ら
六
五
年
頃
）、〈
証
言
〉と
し
て
戦
争
が
語
ら
れ
る

時
期（
一
九
六
五
年
か
ら
九
〇
年
頃
ま
で
）、〈
記
憶
〉が
言
わ
れ
る
時
期（
一
九
九
〇
年
以
降
）と
時
期
区
分
し
て
、
巧
み
に
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
を
分
析
し
、「
こ
の
変
化
は
、
戦
争
の
経
験
者
が
経
験
の
共
有
を
前
程
に
語
る（
語
り
う
る
）と
い

う
状
況
か
ら
、
経
験
者
が
次
第
に
少
数
派
に
な
る
と
い
う
推
移
で
も
あ
る）（
（

」
と
し
て
い
る
。

　〈
戦
争
の
記
憶
〉は
継
承
さ
れ
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
の〈
記
憶
〉が
再
構
成
さ
れ
、
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
ず
れ〈
歴

史
〉と
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
重
要
か
つ
深
刻
な
問
題
は
、〈
体
験
〉〈
証
言
〉が
一
部
で
は〈
記
憶
〉と

し
て
一
定
の
課
題
意
識
の
も
と
に
整
理
・
継
承
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
社
会
全
体
と
し
て〈
戦
争
の
記

憶
〉の
希
薄
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
希
薄
化
の
背
景
に
は
、〈
戦
争
の
記
憶
〉の
継
承
の
さ
れ
方
、〈
記
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2

憶
〉の
私
的
継
承
の
断
絶
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　〈
戦
争
の
記
憶
〉の
継
承
は
、
一
般
の〈
記
憶
〉の
継
承
と
同
様
に
、
大
別
し
て
私
的
継
承
と
公
的
継
承
と
に
分
け
ら
れ

る
。
私
的
継
承
と
は
個
人
や
家
族
で
継
承
さ
れ
る
ミ
ク
ロ
な
も
の
で
あ
り
、
公
的
継
承
と
は
教
科
書
記
述
に
代
表
さ
れ

る
マ
ク
ロ
な
も
の
で
あ
る
。
私
的
継
承
と
し
て
個
人
・
家
族
に
お
い
て
継
承
さ
れ
る
私
的
な〈
記
憶
〉は
個
別
具
体
的
で

特
殊
な
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
が
地
域
や
社
会
集
団
の
中
で
集
約
さ
れ
、
同
時
代
人
の
共
通
体
験
と
し
て

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が〈
集
団
的
記
憶
〉と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の〈
集
団
的
記
憶
〉は
そ
の
時
代

を
生
き
た
人
々
の
私
的
な〈
記
憶
〉群
の
最
大
公
約
数
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の〈
集
団
的
記
憶
〉を
土
台
に
し
て
構
成
・

叙
述
さ
れ
た
も
の（
教
科
書
な
ど
）を
使
っ
て
学
校
な
ど
で
社
会
的
に〈
記
憶
〉を
継
承
す
る
の
が
公
的
継
承
で
あ
る
。
個

人
の
記
憶
か
ら
始
ま
っ
た〈
記
憶
〉の
継
承
は
公
的
継
承
の
段
階
を
へ
て
、〈
歴
史
〉と
し
て
の
継
承
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
。
つ
ま
り
、
①
私
的
継
承
→
②〈
集
団
的
記
憶
〉→
③
公
的
継
承
→
④〈
歴
史
〉化
と
い
う
流
れ
が
想
定
で
き
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、〈
記
憶
〉の
私
的
継
承
が
断
絶
し
て
し
ま
う
と（
特
定
の
事
柄
が
個
人
・
家
族
の
中
で
継
承
さ
れ
な

い
と
）、〈
集
団
的
記
憶
〉が
形
成
さ
れ
ず
、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
希
薄
化
し
た〈
集
団
的
記
憶
〉し
か
形
成
さ
れ
ず
、
公

的
継
承
に
結
び
つ
き
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
社
会
全
体
の〈
記
憶
〉の
希
薄
化
を
押
し
進
め
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の〈
記
憶
〉の
継
承
と
い
う
問
題
を〈
戦
争
の
記
憶
〉に
ひ
き
つ
け
て
考
え
て
み
よ
う
。

戦
争
の〈
表
の
記
憶
〉と〈
裏
の
記
憶
〉

　〈
戦
争
の
記
憶
〉に
は
明
ら
か
に〈
表
の
記
憶
〉と〈
裏
の
記
憶
〉が
あ
る
。
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　〈
表
の
記
憶
〉と
は
、
①
→
②
→
③
が
形
成
さ
れ
や
す
い
分
野
の〈
記
憶
〉で
あ
り
、
具
体
的
に
は〈
栄
光
〉と〈
被
害
〉と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
戦
争
の〈
栄
光
〉の
部
分
、
た
と
え
ば
勝
ち
戦
や
凱
旋
の〈
記
憶
〉、
戦
争
の〈
被

害
〉の
部
分
、
た
と
え
ば
空
襲
体
験
や
疎
開
の〈
記
憶
〉は
、
家
族
の
中
で
親
か
ら
子
へ
と
比
較
的
語
り
つ
が
れ
や
す
い

も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で〈
裏
の
記
憶
〉と
は
、
①
が
断
絶
し
や
す
い
分
野
の〈
記
憶
〉で
あ
り
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は〈
秘
匿
〉と

〈
加
害
〉で
あ
る
。
戦
争
の〈
秘
匿
〉す
べ
き
部
分
、
た
と
え
ば
ス
パ
イ
行
為
の〈
記
憶
〉、
戦
争
の〈
加
害
〉の
部
分
、
た
と

え
ば
、
戦
地
や
占
領
地
で
の
残
虐
行
為
や
違
法
行
為
の〈
記
憶
〉は
、
家
族
の
中
で
親
か
ら
子
へ
、
孫
へ
と
は
ほ
と
ん
ど

語
り
つ
が
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、〈
戦
争
の
記
憶
〉の
私
的
継
承
が
断
絶
す
る
要
因
と
し
て
は
、
そ
の〈
記

憶
〉が
、
家
族（
と
り
わ
け
子
ど
も
）に
話
せ
な
い
こ
と（
残
虐
行
為
な
ど
）で
あ
る
場
合
、
社
会
的
な
圧
力（
有
形
・
無
形
の
）

に
よ
っ
て
話
せ
な
い
場
合（
天
皇
・〈
秘
密
戦
〉な
ど
）が
あ
る
と
い
え
る
。〈
秘
匿
〉と〈
加
害
〉が
同
時
に
か
か
わ
る
よ
う
な

問
題（
組
織
的
な
残
虐
行
為
・
性
暴
力
・
謀
略
な
ど
）は
、
私
的
継
承
が
な
さ
れ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な〈
記
憶
〉

を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
ベ
ク
ト
ル（
発
言
者
へ
の
暴
力
・
圧
力
）さ
え
働
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　〈
記
憶
〉の
私
的
継
承
が
な
さ
れ
な
い
戦
争
の〈
裏
の
記
憶
〉の
部
分
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら〈
集
団
的
記
憶
〉は
形
成

さ
れ
に
く
く
、〈
集
団
的
記
憶
〉を
土
台
と
す
る
公
的
継
承
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
戦
争

の〈
裏
の
記
憶
〉の
部
分
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
や
教
育
者
が
史
実
を
掘
り
起
こ
し
、
意
識
的
に〈
記
憶
〉の
継
承
を
図
ら

な
い
と
、〈
記
憶
〉は
歴
史
の
闇
の
中
に
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
、
過
去
の
歴
史
か
ら
十
分
な
知
識
と
教
訓
を

得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
争
の〈
表
の
記
憶
〉だ
け
で
な
く
、
継
承
さ
れ
に
く
い
、
あ
る
い
は
す
で
に
消
滅
し
か
か
っ

て
い
る〈
裏
の
記
憶
〉を
も
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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本
書
の
目
的
│
│〈
戦
争
の
記
憶
〉の
再
構
成
と
歴
史
叙
述
化

　
そ
れ
で
は
、〈
戦
争
の
記
憶
〉の
社
会
的
希
薄
化
が
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
中
で
、
何
が
必
要
な
の
か
。
第
一
は
、

〈
記
憶
〉の
継
承
方
法
の
再
検
討
で
あ
り
、
第
二
は
、
継
承
す
べ
き〈
記
憶
〉の
再
構
成
と
歴
史
化
で
あ
る
。

　
第
一
の〈
記
憶
〉の
継
承
方
法
の
再
検
討
と
は
、〈
戦
争
の
記
憶
〉の
継
承
は
、
ヒ
ト（
体
験
者
）か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）へ

の
時
代
が
終
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
再
検
討
で
あ
る
。
時
間
の
経
過
の
中
で
、〈
戦
争
の
記
憶
〉の
継
承
は
、

ヒ
ト（
非
体
験
者
）か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）へ
、
あ
る
い
は
モ
ノ（
書
物
・
映
像
・
遺
跡
・
博
物
館
な
ど
）か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）

へ
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ヒ
ト（
非
体
験
者
）か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）へ
、
モ
ノ
か
ら
ヒ
ト（
非

体
験
者
）へ
と
い
う〈
記
憶
〉継
承
の
流
れ
は
、
実
際
に
は
截
然
と
分
割
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
モ
ノ
を
媒
介
に
し
て

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
つ
な
が
る
流
れ
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
書
物
や
映
像
は
直
接
的
に
ヒ
ト（
非
体
験
者
）に
は
た
ら
き
か

け
る
も
の
で
あ
る
の
で
い
わ
ば
自
己
完
結
し
た
形
の〈
記
憶
〉継
承
の
媒
体
で
あ
る
が
、
同
じ
モ
ノ
で
あ
っ
て
も
遺
跡
・

博
物
館
な
ど
は
、
そ
こ
で
の
遺
物
や
展
示
を
解
説
す
る
ヒ
ト（
ガ
イ
ド
・
語
り
部
な
ど
）が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
こ
で
解
説
す
る
ヒ
ト
も
、
現
在
で
は
圧
倒
的
多
数
が
戦
争
非
体
験
者
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
争
の

〈
記
憶
〉を
継
承
す
る
た
め
に
は
、
そ
の〈
記
憶
〉を
宿
す
戦
争
遺
跡
や〈
記
憶
〉を
一
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
整

理
・
伝
達
す
る
博
物
館
・
資
料
館
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
第
二
の
継
承
す
べ
き〈
記
憶
〉の
再
構
成
、
歴
史
化
こ
そ
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
本
書
は
、
戦
争
体
験
者
自
身
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た〈
体
験
〉〈
証
言
〉、
さ
ら
に
は
体
験
者
自
身
が
公
刊
戦
史
な
ど
を
利
用
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
批
判
的
検

討
の
も
と
に
継
承
を
意
識
し
て
綴
っ
た〈
記
憶
〉を
素
材
に
し
て
、
私
た
ち
が
今
日
、
継
承
す
べ
き〈
記
憶
〉群
を
再
構
成
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し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
中
心
と
す
る
戦
争
を
歴
史
と
し
て
叙
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
基
本
的
に
戦
争
体
験
者
個
々
人
の
回
想（〈
体
験
〉〈
証
言
〉〈
記
憶
〉）の
み
で
あ
る
の
で
、
本
書
の
歴
史
叙
述
は
、

総
合
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ〈
点
描
的
歴
史
叙
述
〉と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
人
の
バ
ラ
バ
ラ
な〈
記

憶
〉を
時
期
と
地
域
の
同
一
平
面
上
に
配
置
し
て
再
構
成
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
の
時
点

で
、
戦
争
と
い
う
大
き
な
歯
車
の
中
で
、
個
々
の
兵
士
た
ち
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な〈
体
験
〉を
し
て
い
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を〈
証
言
〉と
し
て〈
記
憶
〉と
し
て
残
そ
う
と
し
た
の
か
を
検
証
し
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
そ
の
時
期
と

地
域
に
お
け
る〈
兵
士
た
ち
の
戦
場
〉を
描
く
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

本
書
の
方
法
と
留
意
点

　
本
書
は
、
私
が
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
八
五
一
点
の
戦
争
体
験
者
の
回
想
録（
単
行
本
）の
う
ち
、
わ
ず
か

一
〇
〇
名
足
ら
ず
の
兵
士（
従
軍
記
者
二
名
・
従
軍
看
護
婦
一
名
を
含
む
）の
個
々
人
の
バ
ラ
バ
ラ
な〈
体
験
〉〈
証
言
〉〈
記
憶
〉

を
再
構
成
し
た
に
す
ぎ
な
い〈
点
描
的
歴
史
叙
述
〉で
あ
る
。
お
よ
そ
戦
争
・
戦
場
の
全
体
像
を
描
き
得
た
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
日
本
軍
兵
士
が
体
験
し
、〈
記
憶
〉と
し
て
残
そ
う
と
し
た
戦
場
の
実
態
、
そ
の
歴
史
的
特
徴
は
あ
る
程
度

紹
介
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
書
の
方
法
と
留
意
点
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
き
た
い
。
叙
述
の
素
材
を
取
捨
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

戦
争
体
験
者
本
人
の
体
験
、
直
接
に
見
聞
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
自
分
の
体
験
な
の
か
、
風

聞
な
の
か
、
後
で
調
べ
た
こ
と
な
の
か
、
実
際
の
回
想
録
で
は
こ
れ
ら
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
戦
争
体
験
者

は
、
成
田
龍
一
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
代
状
況
・
社
会
的
要
請
に
よ
っ
て
、
戦
後
、
回
想
・
手
記
を
し
ば
し
ば
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書
き
換
え
て
い
る）2
（

。
一
般
に
、
書
き
換
え
は
、
読
者
で
あ
る
戦
争
非
体
験
者
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
戦
場
体

験
を
戦
争
全
体
の
状
況
の
中
で
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
公
刊
戦
史
な
ど
を
利
用
あ
る
い
は
そ
れ
を
批
判
し
つ
つ
、
日

時
・
場
所
・
組
織
・
作
戦
構
想
な
ど
を
精
緻
化
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
本
書
に
お
い
て
は
、
著
者
の
こ
う
し
た
作
業
を
尊
重
・
活
用
し
な
が
ら
も
、
直
接
の
原
体
験
部
分（
そ
の
時
、

何
を
目
撃
し
、
ど
う
思
い
、
何
を
し
た
の
か
）の
み
を
叙
述
に
採
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
叙
述
の
素
材

の
中
に
は
、
例
外
と
し
て
、
原
体
験
者
が
、
戦
後
早
い
時
期
に
亡
く
な
り
、
残
さ
れ
た
ノ
ー
ト
類
を
編
集
者
が
リ
ラ
イ

ト
し
た
岩
本
徹
三
『
零
戦
撃
墜
王
─
─
空
戦
八
年
の
記
録
』（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
四
年
／
初
出
：
一
九
七
二
年
）や
聞

き
書
き
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
土
屋
芳
雄
の
回
想
で
あ
る
朝
日
新
聞
山
形
支
局
編
『
聞
き
書
き
あ
る
憲
兵
の
記
録
』

（
朝
日
文
庫
、
一
九
九
一
年
／
初
出
：
一
九
八
五
年
）や
森
本
賢
吉
『
憲
兵
物
語
─
─
あ
る
憲
兵
の
見
た
昭
和
の
戦
争
』（
光
人

社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
／
初
出
：
一
九
九
七
年
）、
小
説
形
式
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
石
長
真
華
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
敗
走
記

─
─
一
兵
士
の
見
た
ル
ソ
ン
戦
の
真
実
』（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
／
初
出
：
一
九
七
五
年
）な
ど
の
よ
う
な
例
も
あ

る（
小
説
形
式
の
回
想
は
原
則
と
し
て
除
外
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
長
の
回
想
を
採
用
し
た
理
由
は
、
そ
の
箇
所
の
註
で
説
明
す

る
）。代

表
的
兵
士
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
本
書
に
登
場
す
る
将
兵
の
う
ち
最
高
齢
は
、
高
橋
雄
次（
一
八
九
六
年
生
ま
れ
、
海
兵
四
四
期
、
敗
戦
時
海
軍
少
将
、
五
一

歳
）で
あ
り
、
最
年
少
は
塚
田
義
明（
一
九
二
七
年
生
ま
れ
、
海
軍
特
別
年
少
兵
一
期
、
一
八
歳
）で
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
前

後
の
生
ま
れ
の
者
が
多
数
を
占
め
る
。
代
表
的
な
人
物
の
軍
隊
組
織
で
の
役
割
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
例
示
す
る
の
で
時
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代
背
景
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
　
現
役
将
校
　
佐
々
木
春
隆
　
一
九
二
〇
年
熊
本
県
生
ま
れ

一
九
四
〇
年
、
陸
軍
士
官
学
校
第
五
四
期
卒
業（
歩
兵
）。
一
九
四
〇
年
か
ら
第
四
〇
師
団
に
属
し
、
華
中
・
華
南
を

転
戦
、
歩
兵
小
隊
長
・
中
隊
長
・
連
隊
作
戦
主
任
・
大
隊
長
な
ど
を
歴
任
、
最
終
階
級
は
陸
軍
大
尉
。
一
九
四
六
年

復
員
。

②
　
予
備
将
校
　
深
沢
卓
男
　
一
九
一
六
年
山
梨
県
生
ま
れ

朝
鮮
の
会
社
員
か
ら
一
九
三
七
年
に
徴
集
に
よ
っ
て
第
一
師
団
野
砲
兵
第
一
連
隊
に
入
営
。
甲
種
幹
部
候
補
生
と
な

り
一
九
三
八
年
に
予
備
士
官
学
校
卒
業（
砲
兵
）。
満
州
・
華
中
・
ビ
ル
マ
を
転
戦
。
最
終
階
級
は
陸
軍
大
尉
。
一
九

四
六
年
復
員
。

③
　
志
願
・
下
士
官
─
将
校
　
岩
本
徹
三
　
一
九
一
七
年
樺
太
生
ま
れ

一
九
三
四
年
、
志
願
兵
と
し
て
呉
海
兵
団
に
入
団
。
一
九
三
六
年
、
操
縦
練
習
生
第
三
四
期
生
と
し
て
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
に
入
隊
。
一
九
三
八
年
以
後
、
戦
闘
機
操
縦
員
と
し
て
中
国
大
陸
、
一
九
四
一
年
空
母
「
瑞
鶴
」
に
乗
組
み
、

ハ
ワ
イ
作
戦
・
イ
ン
ド
洋
作
戦
、
珊
瑚
海
海
戦
、「
龍
驤
」
に
乗
組
み
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
作
戦
に
参
加
、
一
九
四

三
年
以
降
、
ラ
バ
ウ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
、
木
更
津
、
岩
国
、
国
分
な
ど
の
基
地
航
空
隊
員
と
し
て
転
戦
。
最
終
階
級
は

海
軍
特
務
中
尉
。
一
九
四
五
年
復
員
。

④
　
召
集
・
兵
士
─
下
士
官
　
小
平
喜
一
　
一
九
一
九
年
生
ま
れ（
出
生
地
不
明
）

一
九
三
九
年
に
徴
集（
徴
兵
検
査
合
格
後
、
直
ち
に
現
役
兵
と
し
て
入
営
す
る
こ
と
）に
よ
っ
て
華
北
の
現
地
部
隊
に
入
営
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（
歩
兵
）。
三
年
七
カ
月
の
戦
地
勤
務
の
後
、
帰
国
復
員
。
一
九
四
四
年
召
集
に
よ
り
第
一
野
戦
補
充
隊
員
と
し
て
華

中
・
湖
南
省
に
駐
留
。
最
終
階
級
は
陸
軍
伍
長
。
一
九
四
六
年
復
員
。

⑤
　
召
集
・
兵
士
　
黒
岩
正
幸
　
一
九
二
一
年
高
知
県
生
ま
れ

一
九
四
二
年
召
集
、
湖
北
省
の
独
立
輜
重
兵
第
二
連
隊
に
入
営（
輜
重
兵
）。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
、
ビ
ル

マ
に
転
戦
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
参
加
。
最
終
階
級
は
陸
軍
兵
長
。
一
九
四
六
年
復
員
。

　
こ
れ
ら
一
九
一
六
年
か
ら
二
一
年
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
は
、
一
九
四
五
年
八
月
の
時
点
で
二
四
歳
か
ら
二
九
歳
で
あ

る
が
、
将
校
・
下
士
官
・
兵
と
軍
隊
の
中
で
の
階
級
は
異
な
り
、
軍
隊
に
お
け
る
体
験
も
大
き
く
異
な
る
。

　
お
お
む
ね
こ
う
し
た
戦
争
時
代
の
若
い
世
代
の
戦
場
に
お
け
る〈
体
験
〉〈
証
言
〉〈
記
憶
〉を
も
と
に
、「
兵
士
た
ち
の

戦
場
」
の
記
憶
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
な
お
、
本
書
に
お
い
て
回
想
を
使
用
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
際
に
人
名
の
後
に
生
年
と
学
歴（
軍
学
校
の
期

数
な
ど
）を
記
し
、
階
級
に
つ
い
て
は
登
場
し
た
時
点
に
お
け
る
も
の
を
示
し
た
。
ま
た
、
日
付
時
刻
は
原
則
と
し
て

日
本
時
間（
二
四
時
表
示
）で
記
し
て
あ
る
。
現
地
時
間
表
示
で
は
な
い
の
で
、
時
刻
表
示
上
は
夜
中
で
あ
っ
て
も
実
際

に
は
日
の
出
後
の
出
来
事
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
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1
　
奥
地
侵
攻
と
援
蔣
ル
ー
ト
遮
断
─
─
西
進
と
南
進

奥
地
侵
攻
と
航
空
戦

　
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
日
中
戦
争
は
、
日
本
側
の
当
初
の
予
想
を
裏
切
り
、
一
九
三
八
年

に
入
っ
て
も
終
息
す
る
兆
し
す
ら
見
え
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
も
軍
中
央
も
国
共
合
作
に
ま
で
至
っ
た
中
国
軍
民
の
抗

日
意
識
の
高
揚
を
見
誤
っ
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
戦
火
の
拡
大
は
、
英
・
米
・
仏
な
ど
諸
外
国
の
権
益

を
侵
し
、
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
変
更
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
ソ
連
を
含
め
た
欧
米
諸
国
は
蔣
介
石
政
権
を
物
的

に
支
援
し
た
。
こ
れ
は
日
本
側
の
二
つ
目
の
誤
算
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
重
の
誤
算
の
結
果
、
日
本
軍
は
、
一
方
で
中
国

軍
主
力
の
撃
滅
を
め
ざ
し
て
中
国
華
北
・
華
中
の
奥
地
へ
奥
地
へ
と
西
進
を
続
け
、
他
方
で
援
蔣
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る

た
め
に
南
進
と
華
南
沿
岸
部
へ
の
侵
攻
を
繰
り
返
し
、
結
果
的
に
中
国
全
土
で
戦
線
を
と
め
ど
も
な
く
拡
大
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
軍
の
奥
地
侵
攻
と
南
進
を
支
え
た
の
は
、
航
空
戦
力
の
優
勢
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
八
年
二
月
二
五
日
、
海
軍
第
一
三
航
空
隊
の
海
軍
一
等
航
空
兵
・
岩
本
徹
三（
一
九
一
七
年
生
ま
れ
、
操
縦
練
習

生
三
四
期
）は
、
南
昌
飛
行
場
空
襲
の
た
め
に
、
南
京
城
外
・
大
校
場
飛
行
場
を
飛
び
立
っ
た
。
岩
本
は
、
一
九
三
四
年

に
一
七
歳
で
志
願
兵
と
し
て
海
軍
に
入
り
、
三
六
年
か
ら
操
縦
練
習
生（「
操
練
」）と
し
て
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
で
戦
闘

機
に
乗
り
始
め
た
若
者
で
、
こ
の
時
が
ま
さ
に
「
初
陣
」
で
あ
っ
た
。
上
海
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
九
六
式
陸
上
攻
撃

機（
通
称
「
中
攻
」）四
八
機
と
岩
本
た
ち
の
九
六
式
艦
上
戦
闘
機
一
四
機
の
編
隊
は
、
南
京
上
空
で
合
同
、
南
昌
に
進
撃

し
た
。「
中
攻
」
の
爆
撃
が
始
ま
る
と
、
雲
の
中
に
潜
ん
で
い
た
中
国
軍
の
イ
─15
戦
闘
機（
ソ
連
製
の
複
葉
機
・
固
定
脚
）
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一
五
、六
機
が
岩
本
た
ち
の
編
隊
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
欧
米
諸
国
の
蔣
介
石
政
権
支
援
の
具
体
的
な
現
れ
の
一
つ

が
、
こ
の
ソ
連
製
戦
闘
機
で
あ
っ
た
。
岩
本
は
、
い
っ
た
ん
上
昇
し
て
雲
の
中
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
や
、
降
下
し

よ
う
と
し
て
い
た
イ
─15
に
五
〇
ｍ
ま
で
肉
薄
し
て
引
き
金
を
引
い
た）1
（

。

　
低
翼
単
葉
全
金
属
製
の
九
六
戦（
三
菱
重
工
、
主
任
設
計
者
・
堀
越
二
郎
）は
日
本
海
軍
の
新
鋭
機
で
、
固
定
脚
な
の
で

世
界
的
な
最
新
鋭
機
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
速
力
と
運
動
性
に
お
い
て
旧
式
の
イ
─15
を
完
全
に
凌
駕
し
て
い
た
。

岩
本
は
、
初
陣
の
戦
闘
で
一
挙
に
空
戦
に
開
眼
し
、
イ
─15
を
三
機
、
イ
─16（
ソ
連
製
の
低
翼
単
葉
・
引
込
み
脚
の
最
新
鋭

機
）一
機
の
合
計
四
機
を
撃
墜
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
日
に
出
撃
し
た
戦
闘
機
隊
の
中
で
最
高
の
成
績
で
あ
っ
た
。
後

に
「
ラ
バ
ウ
ル
の
撃
墜
王
」
の
異
名
を
と
る
海
軍
屈
指
の
戦
闘
機
乗
り
に
な
る
岩
本
で
あ
る
が
、
対
英
米
戦
争
緒
戦
を

支
え
た
航
空
戦
力
の
担
い
手
は
、
彼
の
よ
う
な
日
中
戦
争
期
か
ら
豊
富
な
実
戦
経
験
を
積
ん
だ
、
比
較
的
少
数
の
「
名

人
」
た
ち
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
岩
本
の
よ
う
に
初
陣
か
ら
、
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ば
か
り
で
は

な
い
。
実
際
、
こ
の
日
の
空
戦
で
も
、
出
撃
し
た
戦
闘
機
隊
一
四
機
の
う
ち
岩
本
た
ち
の
指
揮
官（
大
尉
）機
と
岩
本
の

同
期
生（
一
空
兵
）機
が
撃
墜
さ
れ
て
い
た）2
（

。
南
京
基
地
に
帰
投
し
た
岩
本
は
、
司
令
に
褒
め
ら
れ
て
得
意
満
面
で
あ
っ

た
が
、
搭
乗
員
と
し
て
は
最
下
級
の
一
空
兵
で
あ
っ
た
の
で
、
先
輩
た
ち
に
祝
福
さ
れ
な
が
ら
も
、
す
ぐ
に
い
つ
も
の

よ
う
に
宿
舎
の
掃
除
と
食
事（
配
膳
）の
用
意
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
制
空
権
を
基
本
的
に
握
っ
た
日
本
軍
は
、
こ
の
年
、
徐
州
作
戦
・
武
漢
作
戦
と
連
続
し
て
奥
地
へ
の
侵
攻
作
戦
を
繰

り
返
し
た
が
、
中
国
軍
主
力
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
武
漢
作
戦
後
も
日
本
軍
は
、
中
国

全
土
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
作
戦
を
展
開
し
、
漢
口
を
策
源
地（
作
戦
の
た
め
の
兵
力
と
物
資
を
集
積
す
る
拠
点
）と
し
て
、
中

国
軍
主
力
に
打
撃
を
与
え
る
た
め
に
、
一
九
三
九
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
南
昌
作
戦
を
、
重
慶
へ
の
圧
力
を
強
化
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す
る
た
め
に
一
九
四
〇
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
宜
昌
作
戦
な
ど
の
奥
地
侵
攻
の
大
規
模
な
作
戦
を
繰
り
返
し
た
。

援
蔣
ル
ー
ト
遮
断
を
め
ざ
す
海
上
封
鎖

　
日
本
軍
の
奥
地
へ
の
侵
攻
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
慶
に
拠
る
蔣
政
権
が
屈
服
し
な
い
の
は
、
英
・
米
な
ど
の
諸
外
国
が

援
助
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
軍
は
、
一
九
三
八
年
後
半
か
ら
は
重
慶
へ
の
物
資
輸
送
ル
ー
ト
で
あ
る

「
援
蔣
ル
ー
ト
」
遮
断
の
た
め
の
作
戦
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
香
港
ル
ー
ト
遮
断
の
た
め
に
一
九
三
八
年
一
一
月
に
は
広
東

を
攻
略
、
一
九
三
九
年
に
は
仏
印
方
面
か
ら
の
ル
ー
ト
遮
断
の
た
め
に
海
南
島
・
南
寧
・
汕ス

ワ

頭ト
ウ

な
ど
を
占
領
、
海
上
封

鎖
を
強
化
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
九
月
に
は
仏
印（
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
）北
部
に
ま
で
進
駐
し
た
。
し
か

し
、
日
本
が
中
国
に
深
く
侵
入
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
と
の
対
立
を
強
め
、
諸
国
の
対

中
国
支
援
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

　
援
蔣
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
日
本
軍
に
よ
る
北
部
仏
印
へ
の
進
駐
以
前
は
、
援
蔣
物
資
は
ベ
ト
ナ
ム

の
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
、
ラ
ン
ソ
ン
か
ら
南
寧
方
面
へ
と
自
動
車
輸
送
さ
れ
る
か
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
か
ら
再

度
、
海
路
、
中
国
の
日
本
軍
非
占
領
港
湾
へ
と
送
り
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
本
軍
は
、
仏
印
国
境
に
近
い
輸
送

拠
点
を
占
領
し
た
り
、
道
路
を
遮
断
し
た
り
し
た
が
、
陸
上
輸
送
路
を
完
全
に
遮
断
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

海
上
輸
送
路
を
断
つ
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
援
蔣
物
資
は
、
中
国
以
外
の
外
国
籍
の
商
船
で
運
ば
れ
て
、

上
海
の
外
国
租
界（
英
・
仏
・
米
・
伊
）に
陸
揚
げ
さ
れ
た
り
、
沖
合
で
小
型
船（
ジ
ャ
ン
ク
）に
移
し
替
え
ら
れ
て
日
本
軍

が
占
領
し
て
い
な
い
港
に
運
び
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
長
大
な
海
岸
線
を
す
べ
て
占
領
し
た
り
、
沿
岸
に
無

数
に
存
在
す
る
小
島
を
探
索
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
日
中
戦
争
中
と
い
え
ど
も
列
国
の
権
益
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で
あ
る
上
海
の
共
同
租
界
に
日
本
軍
が
踏
み
込
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
側
は
海
軍
の
艦
艇
に
よ

る
海
上
封
鎖
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
海
上
封
鎖
に
は
、
主
に
駆
逐
艦
な
ど
の
小
型
艦
艇
が
使
わ
れ
、
沖
合
で
物

資
を
輸
送
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
船
に
は
威
嚇
射
撃
を
し
て
停
船
を
命
じ
て
臨
検
し
、
不
審
な
人
物
が
乗
船
し
て
い
れ

ば
、
船
ご
と
拘
留
し
て
日
本
側
根
拠
地
に
て
取
り
調
べ
る
。
ま
た
、
物
資
を
積
載
し
て
い
れ
ば
、
乗
組
員
を
ボ
ー
ト
に

移
乗
さ
せ
た
上
で
、
積
荷
は
没
収
す
る
か
船
ご
と
焼
却
・
海
没
処
分
に
し
た
。

　
岩
本
徹
三（
前
出
）が
初
陣
で
戦
果
を
あ
げ
た
頃
、
第
六
駆
逐
隊
司
令
部
付
通
信
員
と
し
て
駆
逐
艦
「
雷い
か
ず
ち」

に
乗
り

組
ん
で
い
た
海
軍
一
等
兵
曹
・
大
高
勇
治（
一
九
〇
九
年
生
ま
れ
、
海
軍
通
信
学
校
高
等
科
卒
）は
、
華
南
・
汕
頭
沖
五
〇

浬か
い
りの

南
シ
ナ
海
で
毎
日
、
退
屈
で
仕
方
が
な
い
哨
戒
任
務（
海
上
封
鎖
作
戦
）に
あ
た
っ
て
い
た
。
一
九
三
八
年
三
月
の

あ
る
日
、
一
〇
〇
ｔ
ほ
ど
の
大
型
ジ
ャ
ン
ク
を
発
見
し
た
「
雷
」
は
、「
止
マ
レ
、
然
ラ
ザ
レ
バ
砲
撃
ス
」
と
の
国
際

信
号
で
停
戦
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
二
〇
mm
機
銃
で
当
該
船
の
船
首
前
方
一
〇
〇
ｍ
あ
た
り
を
威
嚇
射
撃
し
た
。「
雷
」

艦
長
は
、
武
装
し
た
臨
検
隊
八
名
を
移
乗
さ
せ
、
積
荷
を
す
べ
て
没
収
し
て
「
雷
」
に
積
み
込
み
、
当
該
船
の
乗
員
六

名
は
ジ
ャ
ン
ク
附
属
の
ボ
ー
ト
に
移
し
て
海
上
に
漂
流
さ
せ（
一
〇
〇
km
近
い
沖
合
で
、
食
糧
も
水
も
積
ま
な
い
、
動
力
も
帆

も
な
い
小
舟
で
の
漂
流
は
殺
し
た
も
同
然
の
措
置
で
あ
っ
た
）、
ジ
ャ
ン
ク
に
は
石
油
を
撒
い
て
火
を
放
っ
て
焼
却
し
た
。
こ

れ
が
海
軍
の
一
般
的
な
ジ
ャ
ン
ク
処
理
法
で
あ
っ
た）3
（

。
押
収
し
た
積
荷
は
、
お
よ
そ
「
援
蔣
物
資
」
と
は
思
わ
れ
な
い

黒
砂
糖
数
十
袋
で
、
翌
朝
、「
雷
」
で
は
黒
砂
糖
を
「
ギ
ン
バ
イ
」（
盗
み
食
い
）し
た
多
数
の
水
兵
た
ち
が
ひ
ど
い
下
痢

の
症
状
を
訴
え
、
診
療
所
前
に
長
蛇
の
列
を
な
し
た
。
艦
長
と
軍
医
は
、
駆
逐
隊
司
令
で
あ
る
海
軍
中
佐
・
伏
見
宮
博

義
王
が
乗
り
組
む
艦
で
伝
染
病
の
流
行
と
あ
っ
て
は
一
大
事
と
狼
狽
し
た
が
、
単
な
る
食
中
毒
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
大

高
が
乗
っ
た
「
雷
」
は
、
温
州
沖
で
臨
検
隊
員
に
抵
抗
し
た
ジ
ャ
ン
ク
の
乗
組
員
六
名
全
員
を
射
殺
し
て
海
に
投
棄
し
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た
こ
と
も
あ
っ
た）（
（

。

大
陸
に
分
散
す
る
日
本
軍

　
蔣
介
石
軍
主
力
の
撃
滅
を
ね
ら
っ
て
中
国
大
陸
を
西
へ
西
へ
と
侵
攻
し
、
同
時
に
、
援
蔣
ル
ー
ト
遮
断
の
た
め
に
南

へ
南
へ
と
戦
線
を
拡
大
し
た
日
本
軍
で
は
あ
っ
た
が
、
最
前
線
に
兵
力
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
占
領
地
の

維
持
の
た
め
に
さ
け
る
警
備
兵
力
は
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
第
一
五
師
団（
祭ま
つ
り

兵
団
）野
砲
兵
第
二
一
連
隊
第
一
中
隊
の
陸
軍
中
尉
・
深
沢
卓
男（
一
九
一
六
年
生
ま
れ
、
一
九
三
八
年

予
備
士
官
学
校
卒
業
）は
、
陸
軍
が
三
〇
万
人
の
大
兵
力
を
投
入
し
て
武
漢
攻
略
作
戦
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
九

三
八
年
八
月
一
七
日
、
南
京
か
ら
北
東
に
一
〇
〇
km
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
江
蘇
省
揚
州
に
到
着
し
た
。
揚
州
地
区

は
、
こ
れ
ま
で
一
個
師
団（
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
）が
投
入
さ
れ
て
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
師
団
が
武
漢
作
戦
に
引
き

抜
か
れ
た
た
め
に
、
そ
れ
を
歩
兵
一
個
大
隊
と
深
沢
た
ち
の
砲
兵
一
個
中
隊
、
若
干
の
工
兵
隊
か
ら
成
る
部
隊（
歩
兵

大
隊
長
を
指
揮
官
と
す
る
約
一
〇
〇
〇
人
）だ
け
で
治
安
維
持
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
尋
常
な
方
法
で
は
、
担

当
地
区
の
警
備
は
全
う
で
き
な
い
と
判
断
し
た
深
沢
た
ち
は
、
揚
州
地
区
の
要
所
要
所
に
、
将
校
も
し
く
は
下
士
官
を

長
と
す
る
一
個
分
隊（
数
名
─
十
数
名
）の
兵
力
を
配
し
た
、
敵
襲
を
受
け
て
も
数
日
間
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
小
拠
点

陣
地
を
構
築
し
、
揚
州
の
部
隊
本
部
と
無
線
お
よ
び
有
線
電
話
に
よ
る
連
絡
網
を
完
成
さ
せ
た）5
（

。
そ
し
て
、
小
拠
点
陣

地
が
攻
撃
を
受
け
た
時
に
は
、
そ
の
救
援
に
駆
け
つ
け
、
反
撃
を
行
う
本
部
直
轄
の
数
個
の
機
動
部
隊
を
、
本
部
と
比

較
的
本
部
か
ら
離
れ
た
重
要
拠
点
に
配
置
し
た
。
機
動
部
隊
に
は
必
ず
火
砲（
深
沢
た
ち
の
砲
兵
中
隊
は
一
〇
cm
榴
弾
砲
四

門
を
装
備
し
て
い
た
）を
随
伴
さ
せ
た
。
火
砲
を
機
動
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
中
国
軍
に
日
本
軍
を
大
部
隊
と
誤
認
さ
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せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
っ
た
。
深
沢
た
ち
が
警
備
を
担
当
し
始
め
た
頃
は
、
ま
だ
揚
州
地
区
の
治
安
は
不
安
定
で
、

中
国
軍
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
だ
け
で
な
く
、
数
千
と
い
う
単
位
の
大
部
隊
の
進
攻
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
が
、
小
拠
点
・
機

動
部
隊
方
式
の
確
立
、
火
砲
の
機
動
的
運
用
に
よ
り
、
治
安
は
次
第
に
安
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
少
数
兵
力
に
よ
る

治
安
の
維
持
は
、
宣
撫
工
作
を
背
景
と
す
る
一
般
住
民
か
ら
の
情
報
提
供
が
な
け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
の
中
国
人
有
力
者
を
取
り
込
む
だ
け
で
な
く
、
な
る
べ
く
日
本
兵
を
拠
点
陣
地
に
閉
じ
込
め
て
、

む
や
み
に
一
般
村
落
に
徴
発
な
ど
に
出
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
深
沢
た
ち
の
部
隊
は
、
ま
だ
日
本

軍
の
支
配
地
域
で
は
な
か
っ
た
、
揚
州
の
西
北
八
〇
km
に
あ
る
天
長
城
を
一
九
三
八
年
一
二
月
に
攻
略
し
た
り
し
て
、

揚
州
地
区
の
治
安
悪
化
を
防
止
し
た）6
（

。
こ
の
時
も
日
本
軍
は
、
一
〇
cm
榴
弾
砲
に
よ
っ
て
先
手
を
打
っ
て
中
国
軍
側
の

山
砲
・
迫
撃
砲
を
制
圧
し
た
。
砲
兵
の
運
用
が
巧
み
な
日
本
軍
指
揮
官
は
、
日
本
兵
か
ら
は
信
頼
さ
れ
、
中
国
軍
か
ら

は
恐
れ
ら
れ
た
。
深
沢
た
ち
の
小
拠
点
・
機
動
部
隊
、
火
砲
の
機
動
的
運
用
と
い
う
や
り
方
に
よ
る
少
人
数
部
隊
に
よ

る
警
備
は
、
連
隊
・
師
団
と
第
一
一
軍
の
高
官
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
模
範
地
区
揚
州
」
に
は
多
く
の
軍
人

が
視
察
に
訪
れ
た
と
い
う）（
（

。

　
だ
が
、「
模
範
地
区
揚
州
」
の
や
り
方
が
常
に
う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
深
沢
の
砲
兵
中
隊
の
兵
士
が

分
屯
し
て
い
た
揚
州
地
区
最
北
端
の
小
拠
点
陣
地
か
ら
の
通
信
が
突
然
途
絶
え
、
機
動
部
隊
が
急
遽
駆
け
つ
け
た
時
に

は
、
そ
の
陣
地
を
守
備
し
て
い
た
伍
長
を
長
と
す
る
七
名
が
全
滅
し
て
い
た
と
い
う
事
件
も
起
き
た）8
（

。
こ
れ
は
、
少
人

数
の
日
本
兵
が
、
陣
地
か
ら
出
て
、
中
国
軍
を
追
撃
し
よ
う
と
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
深
沢
た
ち
の
揚
州
地
区
部
隊
は
、
連
隊
か
ら
の
増
援
を
受
け
て
、

揚
州
か
ら
東
北
百
数
十
km
に
あ
る
日
本
軍
支
配
地
外
の
高
郵
・
宝
應
の
二
つ
の
県
城
を
占
領
し
て
、
揚
州
地
区
の
治
安
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悪
化
の
源
を
絶
と
う
と
し
た
。
日
本
軍
は
、
高
郵
・
宝
應
を
占
領
し
た
が
、
占
領
地
区
を
広
げ
れ
ば
広
げ
る
ほ
ど
、
日

本
軍
の
戦
力
分
散
も
進
む
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
。

2
　
重
慶
爆
撃
と
零
戦

さ
ら
に
奥
地
へ
│
│
宜
昌
の
占
領
・
放
棄
・
再
占
領

　
中
国
戦
線
で
は
、
戦
線
の
拡
大
と
と
も
に
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
日
よ
り
全
戦
線
の
部
隊
を
指
揮
す
る
支
那
派
遣

軍
総
司
令
部
が
統
帥
を
発
動
し
た
。
当
時（
一
九
三
九
年
末
）の
中
国
戦
線
は
、
華
北
に
北
支
那
方
面
軍（
一
一
個
師
団
・
一

一
個
独
立
混
成
旅
団
）、
華
中
・
漢
口
地
区
に
第
一
一
軍（
九
個
師
団
・
一
個
独
立
混
成
旅
団
）、
上
海
地
区
に
第
一
三
軍（
四

個
師
団
・
三
個
独
立
混
成
旅
団
）、
華
南
に
第
二
一
軍（
四
個
師
団
・
一
個
混
成
旅
団
・
一
個
独
立
歩
兵
隊
）な
ど
、
全
体
で
二
八

個
師
団
・
一
五
個
独
立
混
成
旅
団
、
総
兵
力
は
七
〇
万
人
に
達
し
て
い
た）9
（

。
だ
が
、
日
本
軍
の
各
部
隊
は
分
散
配
置
さ

れ
、
広
大
な
占
領
地
を
維
持
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
本
軍
の
手
詰
ま
り
状
態
に
た
い
し
て
、

中
国
軍
は
一
九
三
九
年
一
一
月
頃
か
ら
全
戦
線
に
お
い
て
冬
季
攻
勢
を
展
開
し
た
。
こ
の
攻
勢
は
漢
口
奪
回
を
め
ざ
す

も
の
で
、
第
一
一
軍
は
一
九
四
〇
年
一
月
下
旬
ま
で
優
勢
な
中
国
軍
の
攻
撃
を
執
拗
に
受
け
、
小
部
隊
に
分
散
し
て
い

た
日
本
軍
は
各
地
で
苦
戦
し
た）（（
（

。
第
一
一
軍
の
後
方
地
区
に
あ
た
る
揚
州
に
駐
留
し
て
い
た
深
沢
卓
男（
前
出
）も
、
自

分
た
ち
が
つ
い
一
週
間
ほ
ど
前
に
占
領
し
た
宝
應
が
、
早
く
も
中
国
軍
の
大
部
隊
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
の
連
絡
を
受

け
て
驚
愕
し
た）（（
（

。

　
中
国
軍
の
冬
季
攻
勢
に
手
を
焼
い
た
第
一
一
軍
は
、
こ
の
際
、
新
た
な
侵
攻
作
戦
を
実
施
し
、
蔣
介
石
軍
の
主
力
を
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